





インターフェースを開発する必要があった。 本文は このために， 紙テープ入力装置， ジャーナルプリ
ンタ出力装置， カセット入出力装置等とのインターフェースを製作し， マイコンの使用に役立つよう




ジャーナルプリンタは， 小型のラインプリンタの ことで， 制御方式には， 同期式と非同劫式に分け






ジャーナルプリンタの制御信号には， TL. TP信号とリセット信号があり， プリンタの回転マグネ
ットから位置検出パルスとして送られる。 回路図は図2のオベアンプ回路である。 プリンタから送ら







うに TL信号と TP 信号に分離して使用するので，







のドラムカウンタをもつか， もたないかの違いになる。 ドラムカウンタの内容は， SE(05)信号と1N
/O UT 信号のアンド信号により 3 ステートゲートを通してマイクロコンビュータに入力きれて，内部
レジスタとの比較が行なわれる。
2.4 1/0デコーダ回路
マイクロコンビュータの入出力パスは， 双方向性のためパスラインの接続は， 3 ステート出力端子
を用いている。 1/0デコーダは， このゲート端子を制御するもので，マイクロコンビュータの入出力















































Pレジスタ， キャラクタカウンタ， 出力レジスタカfある。 Pレジスタは， ;JTち出したいテゃー タを干各車内






CPUのプログラム操作としては， タイミングパルス TL� TP問で印字フォーマットの処理を実行
し TP � TL間でプリントアウトする ことになる。
プリントタイミングテストは， 入力命令 (SE 06) を用いてパルスをCPUに取込み， TL信号およ
び TP 信号の立ち上りを検知します。 プリントタイミング検出の中で同じ動作を2回やっているが，
これは， パスラインのノイズによる誤動作を防止するものである。





マイクロコンビュータの入力装置として PTR を製作した。 回路図は， 図 6のよう になり読み取り
部 分は光検出器SPD 551を用いた。 これらの出力は， 信号入力時で約0.5Vである。 それでオペアン


































































より38 0KHzから600KHzまで可変ができ， ト長調にするためには， ドの音を392Hzにしなければな
らないから音階デパイダの分周比の1/75と三角波ジェネレータの分周比1/1 6の積1/1200の逆数の，
1200を乗じた470KHzに調節した。 階 段波状の三角波は， アップダウンカウンタの出力をD/ A変換
すればよく回路は図13のようにアップダウンカウンタの MSB出力をEx-O Rに加えて真値/コンプリ

































4.4 制 御 回 路












The Interface Circuits of Microcomputer 
Eiichi TAKATA. Hiroshi INOUE. 
The latest rapid growth of microcomputer (mi-com) has made it necessary to develop 
various interfaces for effective use_ For this reason, in this paper, we have designed inter­
faces between mi-com and photoelectric tape reader input device, journalprinter output one 
and cassette input-output one, studying other application. For example, the music synthesi­
zer is produced and it is controlled by mi-com which reads some music melodies of the spe­
cified pattern punched out on the paper tape. 
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